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午後２時００分  開会  

【松村計画課長】  それでは、ただいまから府中市都市計画審議

会を開会していただきたいと存じます。  

 開会に先立ちまして、都市整備部長の青木よりご挨拶申しあげ

ます。  

【青木都市整備部長】  委員の皆さん、こんにちは。本日は、お

忙しい中、またお暑いところ、ご出席くださいまして、誠にあり

がとうございます。  

 本日の審議事項といたしまして、府中都市計画地区計画天神町

一丁目地区地区計画の原案の１件でございます。よろしくご審議

を賜りますようお願い申しあげまして、ご挨拶とさせていただき

ます。どうぞよろしくお願いいたします。  

【松村計画課長】  それでは、○○会長、よろしくお願いいたし

ます。  

【議長】  では、これより府中市都市計画審議会を開催したいと

存じます。  

 非常に今日は暑い日でございます。府中市では正午の気温が３

５．５度というような大変暑い中、このようにおいでいただきま

してありがとうございます。  

 では、これから進めていきたいと思います。  

 それでは、本日の会議を開催するに当たり、本日の委員の皆様

方の出欠の状況でございますが、○○委員が欠席という連絡をい

ただいております。そのような中で、開催するわけですが、定足

数に達しておりますので、本日の会議は有効に成立をしておりま
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す。  

 次に、本日の会議の議事録の署名人についてでございますが、

府中市都市計画審議会運営規則第１３条第２項に、議事録には議

長及び議長が指名する委員が署名するものと規定されております

ので、私のほうから指名させていただいてよろしいでしょうか。  

（ ｢異議なし ｣の声）  

【議長】  ありがとうございます。では、本日の議事録署名人で

ございますが、議席番号４番、○○委員、そして議席番号６番、

○○委員、２名にお願いしたいと思います。よろしくお願いしま

す。  

 続きまして、本日の審議会を開催するに当たりまして、傍聴希

望者がおりますが、傍聴を許可してよろしいでしょうか。  

（ ｢異議なし ｣の声）  

【議長】  異議なしということで、傍聴者を入れていただきたい

と思います。よろしくお願いいたします。しばらくお待ちいただ

きたいと思います。  

（傍聴者入室）  

【議長】  それでは、議事日程に従いまして進めていきたいと存

じます。  

 日程第１、第１号議案、府中都市計画地区計画天神町一丁目地

区地区計画の原案を議題としたいと存じます。  

 それでは議案の説明をお願いします。  

【角倉計画課長補佐】  それでは、日程第１、府中都市計画地区

計画天神町一丁目地区地区計画の原案につきまして、ご説明いた
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します。  

 初めに、本件につきましては、天神町一丁目地内のいちょう通

りと美術館通りの交わる既存にあった東芝社宅の一部に売却があ

り、その跡地利用に伴い、周辺市街地との調和と良好な住環境と

景観の形成を図るため、地域の将来像を描く地区計画として原案

をまとめたものです。  

 なお、この原案は、府中市地域まちづくり条例に基づくもので、

住民提案型の第５号として申出が提出されたものでございます。

これまでに、住民からの申出に基づき、４地区、約１５ヘクター

ルの地区計画が決定されており、本地区の都市計画決定がされま

すと、計５地区、約１７．８ヘクタールとなります。  

 それでは、詳細につきましては、パソコンを用いましてご説明

させていただきます。前方をご覧ください。  

 スクリーンに表示されておりますのは、資料の５ページでござ

います。こちらは当該計画地の位置図、図面の表示は上が北方向

となっております。計画地は、東京農工大学農場の南東に位置し、

いちょう通りと美術館通りが交差する天神町一丁目地区で、図で

赤く標記された場所となります。  

 スクリーンに表示されておりますのは、資料１ページの一部で

す。  

 名称でございますが、天神町一丁目地区地区計画でございます。 

 位置は、府中市天神町一丁目地内、面積は約２．８ヘクタール

です。  

 地区計画の目標については、本地区は府中市のほぼ中央に位置
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し、京王線府中駅から北へ約１キロメートルの距離にある、いち

ょう通り沿道の集合住宅を中心とした住宅地として開発された地

区です。周辺には東京農工大学や都立府中の森公園があり、地区

の東側は低層住宅を中心とした緑に囲まれた良好な住環境が形成

されております。  

 府中市都市計画マスタープランにおいては、中密度住宅ゾーン

に位置づけられており、低層住宅と中高層住宅が調和した良好な

居住環境の形成を誘導しております。  

 さらに、府中市地域まちづくり条例に基づき、天神町地区まち

づくり誘導地区・誘導計画を指定・策定しております。同計画に

おいて、いちょう通り沿道地区として、周辺と調和した美しい沿

道景観の形成を目指し、幹線道路沿道にふさわしい土地利用を図

ることとしております。  

 これらのことから、本地区では、周辺の豊かな緑と調和したま

ちなみを創出するとともに、いちょう通りの環境や景観に配慮し

た安全、快適な居住環境を形成することを目標としております。  

 続きまして、区域の整備、開発及び保全に関する方針です。  

 土地利用の方針では、周辺の豊かな緑と調和したまちなみを形

成し、環境や景観に配慮した安全、快適なまちづくりを進めてい

くため、本地区を三つに区分し、それぞれの土地利用の方針を定

めます。  

 スクリーンに表示されておりますのは、資料の６ページです。

赤線で囲まれている範囲が地区計画区域となります。  

 本地区を、スクリーンに水色で示しております「いちょう通り



 

7 
 

沿道Ａ地区」と、黄色で示しております「いちょう通り沿道Ｂ地

区」と、緑色で示しております「いちょう通り沿道Ｃ地区」の３

地区に分けております。  

 いちょう通り沿道Ａ地区は、約１．２ヘクタールで、沿道の緑

化などによる緑豊かなまちなみを形成するとともに、幹線道路沿

道の環境整備と、景観に配慮した中高層住宅地としての土地利用

を図ることとしております。  

 いちょう通り沿道Ｂ地区は、約１．５ヘクタールで、幹線道路

沿道の美しい景観を形成するとともに、周辺のまちなみと調和の

とれた土地利用を図ることとしております。  

 いちょう通り沿道Ｃ地区は、約０．１ヘクタールで、戸建住宅

を基本とした、ゆとりある住宅地としての土地利用を誘導するこ

ととしております。  

 スクリーンに表示されておりますのは、資料２ページの一部で

ございます。  

 地区施設の整備の方針ですが、歩行者に対して安全でゆとりの

ある歩行空間を形成するため、いちょう通りの天神町幼稚園バス

停付近の歩道沿い及びいちょう通り沿道Ａ地区の区画道路３号及

び区画道路４号に沿って歩道状空地を整備いたします。  

 地区の中心動線として、沿道に緑地帯を配置した緑豊かで安全

性の高い区画道路を整備し、ゆとりあるまちなみを形成します。  

 第１号公園及び第２号公園は、地域住民が利用しやすい公園と

し、休息スペースを備えた配置計画とします。  

 いちょう通り沿道Ａ地区の道路に面する部分には、道路沿いに
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連続した緑地を配置し、公園や緑地とつながる緑のネットワーク

を形成いたします。  

 続いて、建築物等の整備の方針ですが、４点ございます。  

 １点目は、魅力的なまちなみを形成し、圧迫感の軽減を図るた

め、地区の区分に応じた建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位

置の制限及び壁面後退区域における工作物の設置の制限を定めま

す。  

 ２点目は、周辺の住宅地と調和する良好なまちなみを形成する

ため、建築物等の高さの最高限度を定めます。  

 ３点目は、景観に配慮したまちなみを形成するため、建築物等

の形態又は色彩その他の意匠の制限を定めます。  

 ４点目は、緑とうるおいのある安全な市街地を形成するため、

垣又はさくの構造の制限及び建築物の緑化率の最低限度を定めま

す。  

 続きまして、地区整備計画の地区施設の配置及び規模につきま

してご説明いたします。スクリーンに表示されておりますのは、

資料の７ページでございます。  

 地区施設といたしまして、道路、公園、その他の公共空地を位

置付けします。  

 まず、道路でございますが、都市計画道路以外の水色で示す市

道３－５８号、３－６４号、３－６６号及び３－７０号を位置付

けております。  

 続いて、公園でございますが、緑色で示しております天神町公

園及び天神町第三公園を位置付けております。  
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 その他の公共空地ですが、歩道状空地としてオレンジ色の点線

で示すとおり、いちょう通りの天神町幼稚園バス停付近の歩道に

沿って１メートル、黄色の点線で示すとおり、いちょう通り沿道

Ａ地区の市道３－６６号及び３－７０号に沿って０．５メートル、

また、環境緑地として、紫色の点線で示すとおり、いちょう通り

沿道Ａ地区の道路に面する部分に０．５メートル位置付けており

ます。  

 続きまして、建築物等に関する事項についてご説明いたします。

スクリーンに表示されておりますのは、資料の３ページの一部で

ございます。  

 建築物の敷地面積の最低限度でございますが、いちょう通り沿

道Ａ地区では１，０００平方メートル、いちょう通り沿道Ｃ地区

では１００平方メートルとして定めております。  

 壁面の位置の制限ですが、計画図を用いて説明いたします。こ

ちらは、資料６ページに示す計画図になります。  

 壁面の位置ですが、いちょう通り沿道Ａ地区、いちょう通り沿

道Ｂ地区において、スクリーン上に表示する赤色点線で示されて

いる１号壁面線が定められている区域では１．５メートル、スク

リーン上に表示している水色点線で示されている２号壁面線が定

められている区域では１メートル以上とします。  

 いちょう通り沿道Ａ地区及びいちょう通り沿道Ｂ地区の壁面線

の示されていない隣地境界線におきましては、０．５メートル以

上とします。また、いちょう通り沿道Ｃ地区につきましては、道

路境界線又は隣地境界線においては０．５メートル以上とします。 
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 また、いずれの地区におきましても、物置その他これに類する

用途に供し、軒の高さが２．３メートル以下で、かつ床面積が５

平方メートル以内であるもの、又は自動車車庫で軒の高さが２．

３メートル以下であるものにつきましては、この制限については

適用いたしません。  

 次に、壁面後退区域における工作物の設置の制限ですが、いち

ょう通り沿道Ａ地区及びいちょう通り沿道Ｂ地区におきまして、

壁面後退が定められている区域において、歩道状空地及び環境緑

地の区域には、門・塀、その他の工作物を設置してはならないこ

ととします。ただし、電柱及び緑化に寄与するものにつきまして

は、この限りではないこととします。  

 次に、建築物等の高さの最高限度でございますが、いちょう通

り沿道Ａ地区、いちょう通り沿道Ｂ地区では２５メートル、いち

ょう通り沿道Ｃ地区では１０メートルといたします。  

 次に、建築物等の形態又は色彩その他の意匠の制限でございま

すが、建築物の外壁、屋根及び工作物の色彩は、府中市景観計画

の色彩基準に適合したものとし、屋外広告物等を設置する場合に

は、周囲の景観と調和するよう、色彩、形態及び設置場所に留意

したものとすることとします。  

 次に、垣又はさくの構造の制限ですが、道路に面して設ける垣

又はさくの構造は、生け垣又は透過性を有するフェンスとしなけ

ればならないこととします。ただし、垣又はさくの基礎の部分の

うち、高さが０．４メートル以下の部分につきましては除きます。  

 次に、建築物の緑化率の最低限度でございますが、いちょう通
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り沿道Ａ地区のみ定め、１５パーセントといたします。  

 最後に、今後の予定ですが、本審議会でご審議いただいた後、

当該地区の原案につきまして縦覧を行い、その後、東京都と協議

をいたします。協議が整った後に、地区計画の案につきまして縦

覧を行い、１１月開催予定の本審議会において都市計画の決定の

ご審議をいただきたいと考えております。その後、１１月中を目

途に決定の告示を行う予定でございます。  

 以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

【議長】  ありがとうございました。  

 ただいま第１号議案について説明がありました。  

 では、これより審議に入りたいと存じます。皆様方から何かご

質問はありますでしょうか。よろしくお願いします。はい、○○

委員。  

【委員】  １点お聞きしたいと思います。ご説明の中に、住民提

案型というお言葉があったかと思うのですけれども、これは地域

まちづくり条例に基づいて協議をされていると思いますが、その

参加をされている住民の方が、例えば個人で参加をしているのか、

あるいは自治会等の組織を通じて参加をしているのか、あるいは

地域の協議会をつくって参加をしているのか、どういう形で住民

がこの計画に対して参画をしたのか、ちょっとお聞かせいただき

たいと思います。  

【議長】  ありがとうございます。今、住民提案型の参加の形に

ついて、ご質問がありました。お答え願いたいと思います。  

【角倉計画課長補佐】  本地区につきましては、地域まちづくり
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条例に基づきまして、まず、まちづくり誘導計画ということで、

地域にこういった課題があるということがございましたので、私

ども、現地に入りまして、住民説明会などをさせていただきまし

た。また、住民アンケートなどをとった結果、今回、誘導地区、

誘導計画を先に定めさせていただいたところでございます。誘導

地区の核となる今回の地区でございますけれども、地権者等が４

者ございます。会社として法人が３団体、それと天神町幼稚園様

が１団体入りまして、４団体が今回の地区計画の部分についてご

賛同いただきまして、住民提案型の地区計画をご提出いただいた

ところでございます。  

 以上でございます。  

【委員】  ありがとうございます。了解しました。  

【議長】 ほかに何かご質問はございますでしょうか。○○委員。  

【委員】  今の話なのですが、誘導計画ということで、根本的に

それを、この中の範囲で進められたということはわかります。地

域別のまちづくり方針の中で、用途地域の建築規制についての課

題が、地域別まちづくり方針の第３地区についてはあったかと思

うのですが、建築のルールづくりが必要だということで挙げてい

らっしゃいまして、その誘導計画の中では、それについてどのよ

うな話し合いがあって、今回、２５メートルという高さというこ

とが出ておりますが、なぜ２５メートルなのか、その辺をちょっ

と伺いたいと思います。  

【議長】  ありがとうございます。○○委員のご質問、最終的に

２５メートルというメートル数が出ているのですけれども、これ
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について、その設定理由を伺います。  

【角倉計画課長補佐】  ２点あったかと思います。  

 まず１点目が、この地域のほうから、都市計画マスタープラン

や誘導計画の中で、どのようなご意見が出てきたか。沿道の居住

環境に配慮したまちづくりのルールについてということで、幹線

道路沿道の土地利用は、沿道の特性を踏まえ、住環境の保全や防

災性の向上、景観形成に配慮した地区ごとのルールづくりを進め

ますということで、地域別マスタープランにつきましては、地域

のご意見ということで出てきております。  

 こういったことを踏まえた中で、住民様のほうからは、ご意見

といたしまして、今の中でございましたが、地域が受けとめられ

るようなルールづくりを行うことが必要であるという声が上がっ

ております。また、高さについても、心配であるということが出

ております。こういったことのお声から、今回の地区計画のメニ

ューの中に入れさせていただいているところでございます。  

 もう１点としまして、高さをなぜ２５メートルにしたのかとい

うご質問でございますけれども、この地区につきましては、いち

ょう通り沿道地区につきまして、この近くに２棟ほど先行してマ

ンションが建っております。このマンションにつきまして、１０

階建て３０メートルのものと、９階建て２６メートルのものがご

ざいます。両方の共同住宅につきましては、以前、地域の住民の

方々で、やはり紛争という形になっております。私どもとしては、

多摩川沿道も含めまして、紛争になるかならないかという線引き

があるかと思いますけれども、大体、紛争が出るのが８階建てを
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超えてくるようなものが、私どもの紛争予防条例を扱っている中

では見ているところでございます。こういった観点からも、地域

の住民方とお話をした中で、２５メートルという形でのご提案と

いうことが一つ出てきております。  

 今回、地区計画につきましては、この２５メートルを採用させ

ていただいたところでございます。  

 以上でございます。  

【議長】  ○○委員。  

【委員】  では、もう１点ですけれども、この３０メートルとか

２６メートルというマンションができている、これは府中市が景

観計画等、平成２０年ですか、景観行政団体になりましたが、そ

の前の計画でつくられたものなのか、それ以降なのかというとこ

ろの確認をしたいと思います。  

 それで、かなり府中市もそれ以来、この地区に関しては、例え

ば浅間山からの眺望ですとか、景観にやはり配慮するという提案

が、まちづくり方針でもこの地区は出ていたかと思いますし、ま

た、景観審議会のほうでも、かなりこの景観ということを、やは

り重視しなければいけないというご提案が、平成２２年の最後の

ほうで、私も議事録を見せていただいたら、あったのですが、美

術館通りでは、この１０階建てとか９階建てというものは見られ

なかった。美術館を背にしまして西を見ますと、かなり、ここに

も書いてあります低層の住宅があるわけですけれども、そちらと

の配慮は、今回どのように考えられたのか。景観と、美術館通り

から見た、今、いちょう通りのお話はいただきましたけれども、
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美術館通りから見たときのここの景観についてはどのような配慮

をされての提案なのか、伺いたいと思います。  

【議長】  よろしいですか。今、質問が２点ございました。今、

既に建てられた建物の定義、そしてまた、いちょう通りと美術館

通り、この兼ね合い、２点お願いします。  

【松村計画課長】  いちょう通りの過去に建設された共同住宅に

つきましては、平成１３年度に建設されている状況でございます。

ですので、改正された景観条例の対象ではなかったという状況で

す。  

 それから、景観上の美術館通りからの関係でございますが、こ

の幹線につきましては、景観計画の中では、幹線道路沿道という

ことが示されておりまして、景観形成の目標ですと、沿道のにぎ

わいを連続させるとともに、都市の顔として風格のある空間づく

りを進めますですとか、あとは植樹などにより豊かな街路をつく

るですとか、周辺のまち並みとの調和といった内容でございます。 

 以上でございます。  

【議長】  よろしいですか。  

【委員】  美術館通りの方では、私が拝見するに当たっては、５

階建てぐらいが最高だったかなというふうに思うのです。この２

５メートルの根拠なのですけれども、やはり景観計画では、全体

を通して高さ制限はないのですが、個々にこうやって決めていく

際に、今のお話だと平成１３年ですか、そのときのをにらんで、

それに倣ってやるというのは、もっともっと景観的に考える部分

があるのではないかなというふうに思いました。ここが、この美
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術館通りに、直接そびえ立つようなことはないのですけれども、

この景観計画をつくった後、２５メートルというのをまたつくっ

ていくと、今後、またそれが基準になって広がっていくと思うと、

やはり景観の眺望とか考えますと、ちょっと高さ的には、もっと

配慮すべきかなと思います。  

 私としては、この２５メートルということは、もう少し再考で

きないかなということで意見を言わせていただきました。  

【議長】  高さ制限、２５メートルでいいのか、それより低くて

いいのか、今日は意見ということでよろしいですか。  

【委員】  一応、再考を求めたいと思います。  

【議長】  その他に。はい、○○委員。  

【委員】  今の点に関してなのですけれども、いちょう通り沿道

Ａ地区についてお聞きしたいのですけれども、この地域は天神町

地区まちづくり誘導地区、誘導計画が策定されております、いち

ょう通り沿道地区と定めていますけれども、このＡ地区というの

は沿道に当たるかどうかということは議論にはならなかったので

しょうか。その辺、お願いします。今、出ました２５メートルに

なりますけれども、直接の沿道と言えるのかどうかですね。その

辺は原案を出す過程で議論にならなかったのか、その点、お願い

します。  

【議長】  ただいま、いちょう通り沿道Ａ地区、これはＡ地区２

カ所ありますが、沿道に当たるのか当たらないのか、何かそうい

う話があったかないか。はい、お願いします。  

【角倉計画課長補佐】  本地区につきましては、まずこの前段と
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いたしまして、天神町地区まちづくり誘導地区、誘導計画という

ことで、この地区を含めた地区で、いちょう通り沿道の細長い約

９．４ヘクタールの地区につきまして、地域住民の方々と、いち

ょう通り沿道のまちづくりをどうしていくかということでご協議

をさせていただいたところでございます。  

 これをもとに、まちづくり条例に基づきます誘導計画を定めた

中で、この地区については、いちょう通り沿道地区という形で定

めさせていただきまして、まちづくりの方針を定めさせていただ

いております。したがいまして、約９．４ヘクタールの一部分が、

今回、まず住民のほうから先行してご提出をいただいたというこ

とでございます。今後とも、地域の中からこういったご要望等、

また機運の盛り上がり等がございましたら、引き続き地区計画に

していくような形の中でご協議をさせていただければと考えてお

ります。  

 以上でございます。  

【議長】  ありがとうございます。よろしいですか。  

【委員】  今、いちょう通り沿道Ａ地区というのは２カ所に分か

れていますよね。地区の北東側なのですけれども、それも沿道に

なるのですね。  

【角倉計画課長補佐】  はい。  

【委員】  はい、わかりました。他にも質問があるのですが。  

【議長】  はい、どうぞ。  

【委員】  本地区計画の原案の中で、既存の都市計画法、建築基

準法等の規制を緩和している項目というのはございますでしょう
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か。  

【角倉計画課長補佐】 まず、都市計画法のほうでございますが、

今回の地区計画においては、住民提案による地区計画であります

が、地権者と協議をした中で、壁面後退であるとか高さなど、ま

ちづくりのルールを定めまして、まちづくりの誘導をしていくも

のでございます。  

 なお、都市計画法等の緩和というものはございません。  

 以上でございます。  

【議長】  緩和は無いそうです。  

【委員】  あともう一つ、この後ですけれども、公告がされるの

はいつごろになるのでしょうか。それと、説明会は必要に応じて

開くことになっていますけれども、これは開かれるのか、２点お

願いします。  

【議長】  ２点、よろしくお願いします。  

【角倉計画課長補佐】  まず、公告でございますが、今後、東京

都と協議をし、地区計画の案の縦覧を行った後、１１月中を予定

させていただければというふうに考えております。  

 また、説明会を開くのかというご質問でございますが、本審議

会の前に、各地権者等の意思等は確認をさせていただいておりま

すが、都市計画法第１６条の縦覧期間中に説明会を開催させてい

ただく予定でございます。  

 以上でございます。  

【議長】  公告については１１月にやると。説明会は縦覧の期間

中ということです。  
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【委員】  ありがとうございます。  

【議長】  他にどなたか。はい、○○委員。  

【服部委員】  ２点、お聞きしたいのですけれども、一つは、Ａ

地区については７階建てと８階建てということで、私も確認して

きたのですけれども、建築計画が出されておりまして、そこには

８月下旬から工事というふうに書いてありました。今も縦覧とか

説明会、決定という、こういう流れとの関係を教えていただきた

いのと、Ｃ地区について、非常に細長い土地なのですが、ここに

はどのようなものを建てるのかということ。その辺を教えていた

だきたいと思います。よろしくお願いします。  

【議長】  ２点ですね。建築計画についてとＣ地区の概要、お願

いします。  

【角倉計画課長補佐】  まずＡ地区のほうにつきましては、今現

在、野村不動産等と協議をさせていただいております。こちらに

つきましては、地域まちづくり条例及び景観条例の手続は既に済

んでおるところでございます。しかしながら、ここは先ほど申し

ましたように、誘導地区、誘導計画を定めているところでござい

ますので、今まで地域の住民からいただいておりますまちづくり

の方針等を踏まえた上で、壁面の後退であるとか緑化の位置、そ

ういったものを野村不動産、事業者のほうとご協議をさせていた

だきまして、事業者のほうも地区計画、こういったものをつくっ

たらどうかということで、ご提案を一緒にさせていただいたとこ

ろでございます。これに沿った中で建物計画をしていただいてお

ります。したがいまして、まちづくり条例、あるいは景観条例に
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沿った中で、今、出てきております。この手続等を進めさせてい

ただいた中で、建物のほうは基礎等へ着工するかと思いますけれ

ども、建物ができ上がる段階では、この地区計画に合ったものが

でき上がるという形になります。  

 もう１点、Ｃ地区につきましては、こちらは戸建住宅を考えて

おります。したがいまして、建築物の敷地面積の最低限度につき

まして１００平方メートル、または高さについて１０メートルと

いうことで定めさせていただければというふうに考えております。 

 以上でございます。  

【議長】  よろしいですか。  

【委員】  はい。  

【議長】  ありがとうございます。その他に、どなたか質問ござ

いますでしょうか。はい、○○委員どうぞ。  

【委員】  今回のこの計画の原案で、市のほうに道路として供出

をしていただく予定の土地というのはあるのですか。  

【議長】 市として供出するところはありますかということです。

お願いします。  

【角倉計画課長補佐】  道路として新たに市のほうに供出してい

ただくものはございません。  

【議長】  ないそうです。  

【委員】  続きなのですけれども、では都市計画道路ではない今

の道路はどういう形になりますか。  

【議長】  はい、どうぞ。  

【楠本管理課長】  現道でございますが、当該地の北側が８メー
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トル、Ａ地区とＢ地区の間が８メートル、西側が１６メートル、

いちょう通り沿道Ｂ地区といちょう通り沿道Ａ地区の間が美術館

通りで１６メートル、いちょう通り沿道Ａ地区の東側と南側に６

メートルで全て市道です。  

 以上でございます。  

【議長】  よろしいでしょうか。  

【委員】  はい。  

【議長】  ありがとうございます。  

 他にご質問はありますでしょうか。  

【松村計画課長】  会長、よろしいでしょうか。１点、高さの関

係なのでございますが、今回、２５メートルという高さの制限を

設けるような原案を出させていただいています。美術館通りに、

この計画地区のさらに西になるのですけれども、既存では２５メ

ートルを超える建物も建っているという状況もございます。また、

景観計画の中で届出等があるのですけれども、これは２０メート

ル以上のものについて、景観に配慮するような形で指導している

ところでございます。また、府中全体の中では、高さを都市計画

で定めているところもありまして、そこも２５メートルというこ

とであります。そういうことから、この中高層の沿道地区につい

ては、２５メートルというのは妥当だというふうに考えておりま

す。  

 以上でございます。  

【議長】  ○○委員、よろしいですか。  

【委員】  最後に、この場は意見ですので、今後のことも考えま
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したら、果たしてそれでいいのかなというところで提案させてい

ただきました。美術館からずっと公園、緑豊かなものがずっと連

なって、また、この先は農工大という開けた場所があったり、そ

こにやはり高い建物が建つということに関して、いちょう通りの

ような、３０メートルには行かないけれども、高い建物が建つと

いうことに関して、先ほどもこのエリアに関して一部であるとい

うふうなご説明もいただいたのですが、地権者だけで話し合って

本当にいいのかなというふうにも思いましたので、意見だけ申し

あげました。  

 今後、説明会があるということなのですが、１点だけ、今の時

点で、標識がもう出ている段階で、住民の方から何か市のほうに、

この計画に、今もう、私はこれで初めて知りましたけれども、住

民の方は、そこを歩かれる方はもうわかっていらっしゃる。そう

いう方たちからの意見ですとか、そういうもので何か出ているこ

と、今の時点であれば、ちょっと伺っておきたいと思いますが。  

【角倉計画課長補佐】  当件につきましては、まちづくり条例、

景観条例におきまして、大規模構想という形になりまして、土地

利用の構想といたしまして、こちらは届出が平成２２年９月１日

に出てきております。その間、まず住民説明会等も地域で開催を

させていただきまして、土地利用構想の段階から住民参加の話し

合いを進めた中で、建物の配置であるとか、緑地の位置であると

かというところがございますけれども、そういったものをいろい

ろ協議を進めた中で、一部変更がございましたが、そういったも

のがすべて整ったという形で、今、こういった地区計画をご提出
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させていただいているところでございます。  

【議長】  よろしいですか。  

【委員】  はい、状況はわかりました。  

【議長】  他にご質問はないでしょうか。  

 ないようですので、第１号議案について採決をしたいと思いま

す。  

 第１号議案、府中都市計画地区計画天神町一丁目地区地区計画

の原案について、議案のとおり決することでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声）  

【議長】  ありがとうございます。異議なしという声がありまし

たので、第１号議案につきましては議案のとおり決することとい

たします。  

 では、続きまして、日程第２、その他ということでございます

が、事務局側から何かございますか。はい、お願いします。  

【髙島計画課都市計画担当主査】 事務局からは３点ございます。

１点目は、府中都市計画道路３・２・２の２号及び国立都市計画

道路３・３・２号東京八王子線について、２点目は、府中都市計

画生産緑地地区の変更（削除）予定について、３点目は、次回の

開催日程についてご報告させていただきたいと考えております。  

【議長】  はい、わかりました。  

 それでは、１点目について報告を願います。  

【髙島計画課都市計画担当主査】  それでは、１点目の府中都市

計画道路３・２・２の２号及び国立都市計画道路３・３・２号東

京八王子線についてご報告いたします。  



 

24 
 

 本日、お手元にお配りしております、右上に資料１と記入して

あります資料をあわせてご覧ください。  

 都市計画道路「東京八王子線」は、三鷹市牟礼を起点とし、調

布市、小金井市、府中市、国立市、日野市を経由して、八王子市

南浅川町に至る延長約３４．２キロメートルの骨格幹線道路であ

り、区部の放射第５号線と一体となって、多摩地域と区部を結ぶ

重要な路線でございます。  

 この中で、唯一未着手となっていた東八道路の西原町一丁目交

差点から甲州街道の国立インター入口交差点までの区間について、

東京都から事業認可を取得し、事業に着手するとの連絡がござい

ましたので、ご報告するものでございます。  

 施行者は東京都、告示日は平成２３年７月５日、事業区間は府

中市西原町二丁目から国立市谷保まで、延長は約１，３００メー

トル、計画幅員は３６メートルから４１メートル、事業期間は平

成２３年度から平成３０年度でございます。  

 なお、事業費につきましては、東京都の報道発表資料によりま

すと、約２３０億円とのことです。  

 また、東京都は事業認可を受け、地権者等関係者に対しまして

用地説明会を開催しております。  

 ７月１７日、日曜日に府中第七小学校にて、７月２０日、水曜

日に国立第七小学校にて開催しており、出席者は１７日が約１５

０名、２０日が約１００名で、当日は移転に対する補償額の算定

方法や、補償内容、補償の時期についてのご質問があったと伺っ

ております。  
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 以上でご報告を終わります。  

【議長】  ありがとうございました。  

 １点目につきまして報告を終わります。この件につきまして、

何かご質問がございましたら、ご発言をお願いしたいと思います。

どうぞ。  

【委員】  以前の都市計画審議会の中でも要望させていただいた

のですが、ここには良好な農地が多いですね。そして一生懸命や

っていただいているところが多いですから、施行については代替

地を東京都のほうに、農業がやっていけるような、そういう代替

地を要望していただけないかということをお願いした経過がある

のですけれども、その点について、何か東京都のほうから回答が

あったのか、または東京都のほうでやらないとすれば、府中市の

中で農業委員会等と相談をして、代替農地が運用できるような、

そういう手立てがあるのかどうか、その辺について聞かせてくだ

さい。お願いいたします。  

【議長】  ○○委員から質問がございました。よろしくお願いい

たします。  

【角倉計画課長補佐】  ただいまのご要望が前回からもあったこ

とは存じております。そういったものを踏まえまして、私ども府

中市、また、今回は国立市にもまたがっております。府中、国立、

そして東京都が一緒になって、この中にある、農地がいっぱいご

ざいますので、そういった農地をどのように他に代替を見つけて

いくかということを、今現在、ご協議をさせていただいておりま

す。今週も、私どもと東京都が一緒に農協のほうに伺ったり、い
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ろいろ、今、どのようなことができるかということを調整してお

ります。引き続き農家の方についてはご心配のところがあるかと

思いますけれども、早目にどういうことができるかということを

東京都を通じまして、またいろいろご説明をしてまいりたいとい

うふうに考えております。  

 以上でございます。  

【委員】  ありがとうございます。府中市でも、５０年後にも農

のあるという大きな課題を抱えて、今、進んでおります。ですか

ら、今までのような道路買収方式、または代替地をあっせんする、

それ以上に、都市農業というのはすごくこれから大切ですので、

そこを踏み出したような形の農地保全ができるようなことを検討

の中でやっていただければと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。  

【議長】  ありがとうございました。よろしいですか。  

 他にご質問はございますか。はい、○○委員。  

【委員】  １点目なのですけれども、今、交通量についてどのぐ

らい、例えばこの甲州街道と日野バイパスの交わるところ、ある

いは交番のあるところでも結構なのですけれども、現状どのぐら

いの交通量があって、将来的にどのぐらいの交通量と見込んでい

るのかという数字を１点、お尋ねをしたいと思います。  

 それから、前回もお聞きしたのですけれども、事業費、前回、

多分、お答えいただけなかったかと思うのですけれども、２３０

億円という額をこの１，３００メートルにつぎ込むというのは、

非常に多額な税金投入だということを私も申しあげたのですが、



 

27 
 

今、道路の見直しなどとの、前回言いたかったことなのですけれ

ども、震災関連で、一定のこの見直しもされるべきだと私は思っ

ているのですけれども、そういうご意見というのは市民の方から

寄せられていないのかどうかということを改めてお聞きしたいの

です。  

 以上２点、よろしくお願いします。  

【議長】  ２点、ご質問がございました。交通量と、それから事

業費について２点ですか、これは、今、でますか。  

【角倉計画課長補佐】  まず、事業費のほうでございますが、以

前、委員さんのほうからご質問があった時点では、東京都は事業

の概要等のご説明の中で、当初３００億円かかるということで、

住民を含めてご説明させていただいてございます。東京都の方で

もいろいろ精査をさせていただきまして、今回の用地説明会の時

点におきまして、プレス発表もさせていただいたところでござい

ますが、この時点では２３０億円ということで、７０億円ほど下

がったところでございます。  

 それと、交通量のほうでございます。  

【議長】  では、交通量のほうは後で報告します。  

 まず１点目、事業費について、今、お答えがありました。よろ

しいでしょうか。３００億円が２３０億円ということです。はい。  

【委員】  では、ちょっと私の方から、今日報告を予定していな

かったというか、今日は着手をするというご報告だったのですけ

れども、特に意見が求められている場ではないかもしれないので

すけれども、現状１万数千台だと思うのです。１万２，０００台



 

28 
 

ぐらいだと思うのです。将来予測として、４万２，０００台ぐら

いの交通量になるということを予定して、ここを斜めに、農地、

住宅地の間を通って、大変静かな場所を道路ができ上がっていく

という計画なのですけれども、３６メートルという非常に大きな

道路ができ上がるわけなのですが、その将来予測に当たる４万２，

０００台という数字の根拠が、私はそれではいまいち将来予測と

して不確かなのではないかという意見を以前に申しあげたのです

が、といいますのは、国も今後の交通量の予測というのはだんだ

ん減っていくと言っている中で、これはどういう計算式で出たか

わからない４万２，０００台という、そういう数字を使って道路

を通すというのはどうなのかという意見を申しあげたので、今、

改めてお聞きしているのです。やはり環境負荷の低減ということ

もありますので、車はできるだけ少なくなるという今の流れだと

思うのです。そういった中で、やはり多額な費用をかけて道路を

造るというのは、現状の道路でも渋滞が少なくなっている中で、

いかがなものかと思っています。そこでお聞きしました。意見で

す。  

【議長】  よろしいですか。今日は一応、これは審議事項ではな

くて報告事項ということでございますので、よろしくお願いしま

す。  

 他に何かご発言ありますか。どうぞ、○○委員。  

【委員】  では、総工費が７０億円削減された、その中身につい

て、この場でちょっと報告していただきたいのと、途中で歩道を

広げた、道路幅を広げた、その中で歩道も広げたというところで
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伺っているのですが、以前の示された道路計画から、より自分の

家に道路幅が広がったことで近寄ってくるということで、一部と

しては、道路を大きな車が通ると揺れの心配だとか騒音のことを、

さらに気にされるような話もされる方がおりまして、その方たち

の土地へは入っていないけれども、道路ができることよって受け

る振動、騒音関係の配慮はどのように考えているのか、そこを確

認させていただきたいと思います。  

【角倉計画課長補佐】  今の道路の幅員等の構成、あるいは周辺

に対する騒音であるとか振動の対策ということでお答えさせてい

ただきます。  

 まず、この道路につきましては、当初２８から３６メートルで

あったものを都市計画変更させていただきまして、３６から４１

メートルにさせていただいております。標準では３６メートルで

ございますが、真ん中に車道１６メートルを設定させていただき

まして、その脇にそれぞれ住宅地との間に１０メートルの環境施

設帯を設置させていただきます。また、振動、騒音の対策としま

しては、車道部分におきましては舗装の改良をさせていただきま

して、低騒音舗装のものを今回採用させていただくというふうに

聞いております。  

 以上でございます。  

【議長】  ありがとうございます。よろしいでしょうか。そうい

うものを置くということですね。  

【委員】  はい、対応策はわかりました。  

 ７０億円についての詳細。  
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【議長】  その７０億円削減できた、大枠で結構ですから。  

【角倉計画課長補佐】 詳細につきましては、申し訳ありません、

どのようなことで７０億円下がったのかというのは、伺っており

ません。  

【委員】  では、意見だけなのですが、緩衝帯とか、低振動とい

うことになるのですか、そういう技術ということなのですが、や

はり当初の計画よりも幅が広がったということでは、この計画は、

では誰がどのように、その道路をもっと広げたほうがいいという

ふうに出たのということもあって、結構このあたりでの、精神的

に地域の方が、そういったところの詳細は自分はあまり知らされ

ていなかったという中で進んできたような経緯もありまして、や

はりしっかりとそこのあたりを丁寧に市としてもくみ上げていた

だきたいという要望です。よろしくお願いします。  

【議長】  はい、どうぞ。  

【青木都市整備部長】  都市計画道路の幅員変更の関係ですが、

従来は、先ほど補佐のほうから説明がありましたように、標準幅

員２８メートルでした。これからの道路づくりは、環境に配慮し

た、あるいは道路景観にも配慮した道路づくりをすることが求め

られていますので、都市計画変更の手続を進めてきました。  

 その幅員は、標準で３６メートルになりますが、変更するにあ

たり東京都では数年前から地域の方には、その環境の問題ですと

か交通量の問題も含めまして、十分にご説明して、ご理解をいた

だいていると思っています。  

 それと、当該道路は、やはり多摩地域の東西方向を結ぶ重要な
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幹線道路でございます。これは府中市だけの問題ではなくて、多

摩地域の広域的な経済の発展ですとか産業の発展、こういったと

ころに大変寄与する道路でございますので、一日も早い道路づく

りというのが、多摩地域の発展につながると思っています。これ

は東京都も含めてでございます。  

 あわせて、府中市とすれば、やはり府中の北西部の地域のまち

づくりにも貢献するものでございますので、例えば今まで通過交

通で住宅地に車が入りますので、そういったものは住宅地に入ら

ずに、さらに、地域の方からすれば安全性や環境は改善されます。  

 ただ、これを進めるに当たっては、地域の方、地権者の方々の

ご理解、ご協力があって事業化できましたので、今回は都市計画

道路が東京都のおかげで順調に進んでいるというところでご報告

をさせていただいております。よろしくお願いいたします。  

【議長】  よろしいでしょうか。  

【委員】  はい。  

【議長】  ありがとうございます。  

 他に質問はありますでしょうか。はい、では○○委員、お願い

します。  

【委員】  今、環境対応というお話があったのですが、沿道の植

栽のことをちょっとお聞きしたいのですが、同じ東八道路の栄町

だとか新町のところ、結構、車が横から出るのに両脇が見えない

という話が多いのですけれども、同じような植栽になるのか、そ

れとも何か工夫が事前にされるのか、その辺のお考えがもしあれ

ば教えてください。  
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【議長】  お答え願います。今の現状とこれからの計画、何か工

夫はあるのですかということです。  

【角倉計画課長補佐】  まず、既存の東八道路のほうでございま

すが、今、委員さんのほうからお話があったことにつきましては、

現在、東京都のほうとしましては、リフレッシュ事業ということ

で、ご質問があったように、ちょっと見えにくいという住民から

の声が多数あったということも踏まえて、木の植栽等を検討する

というようなことを、今、させていただいています。既に府中運

転免許試験場の東側のほうにつきましては、そういったところを

つくりまして、いろいろ工夫をさせていただいているところでご

ざいます。  

 当該地につきましては、先行いたしまして府中３・３・８号、

こちらのほうで環境施設帯を設置させていただいたところもござ

います。この部分については、やはり見通しがいいもの、また歩

道の形態、また住民のご意見の中で接道用の道路をつくってほし

いであるとか、こういったものを取り入れた中で、先行して３・

３・８号のところで行ったところもございますので、そういった

ところを踏まえた中で、今後、東京都のほうで、設計はまだでき

ていないということで聞いておりますけれども、住民の声でそう

いったものをつくりながら計画をしていきたいというふうに聞い

ております。  

 以上でございます。  

【議長】  よろしいでしょうか。  

【委員】  はい、わかりました。  
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【議長】  他に。はい、どうぞ、○○委員。  

【委員】  すみません、１点お伺いします。  

 この府中３・２・２の２に接する、今、北山町一丁目と書いて

あるところ、国立市へ抜ける道路、今、画がかいてありますけれ

ども、現状、非常に一方通行で狭いという話もありまして、この

東八道路の工事期間中に、それに接続する市道等の整備も行われ

るのかどうかを、ちょっとお考えをお伺いしたいと思います。  

【角倉計画課長補佐】  今、委員さんのほうからご質問があった

ものにつきましては、東八道路から国立の桜通り、こちらは新奥

多摩街道と呼ばれているものでございますけれども、府３・４・

５号という都市計画道路がございます。この道路については、当

市の方でございますように、第三次事業化の優先整備路線にも指

定されていることから、当市では毎年、府中市長が東京都の方へ

行きまして、建設局長に会って、早期に整備を進めていただくよ

う要望しておるところでございます。今回も７月に要望してきた

ところでございます。  

 以上でございます。  

【青木都市整備部長】  補足ですけれども、国立へ抜ける都市計

画道路府３・４・５号ですが、この道路につきましては、東京都

では地元への説明会の中で、まずは東八道路が完成しないことに

は次のステップに進めないということで、将来的には、完成時期

は一緒にしたいというふうなことを話しております。  

 以上でございます。  

【議長】  よろしいですね。  



 

34 
 

【委員】  ありがとうございます。  

【議長】  他に質問はありますでしょうか。ないようですね。  

 では、１点目、報告を終わらせていただきます。  

 ２点目、報告をお願いします。  

【小林公園緑地課緑化推進係長】  今後、生産緑地地区の削除変

更が予定されているものにつきまして、本日、お手元にお配りし

ております、右上に資料２と入っております「府中都市計画生産

緑地地区の変更（削除）予定について」によりご報告させていた

だきます。  

 次ページの地図をご覧ください。右下に凡例がございますが、

黒丸でお示ししてございます部分が、生産緑地法第１０条の規定

に基づく買取りの申出の手続があり、現在、生産緑地としての制

限が解除されている地区、または生産緑地法第８条第４項の規定

に基づく公共施設の設置を行う旨の通知がされた地区でございま

す。  

 １ページ目をご覧ください。朝日町地区、場所は朝日町通り、

警察大学校の西側、西武鉄道多摩川線の東側に位置した地区でご

ざいます。  

 ２ページ目をご覧ください。白糸台地区、場所は白糸台通りの

西側、旧甲州街道の南側、京王線多磨霊園駅の北東側に位置した

地区でございます。  

 ３ページをご覧ください。白糸台地区、場所は旧甲州街道の南

側、品川街道、京王線の北側、南白糸台小学校の北東側に位置し

た地区でございます。  
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 ４ページをご覧ください。押立町地区は、２カ所ございまして、

いずれも白糸台通りの東側、しみず下通り、車返団地の南側、都

立府中東高等学校の北西側に位置した地区でございます。  

 ５ページをご覧ください。是政地区、場所は府中街道の南側、

ＪＲ南武線の東側、是政橋の北西側に位置した地区でございます。 

 ６ページをご覧ください。四谷地区、場所は四谷文化センター

の西側、多摩川の北側、四谷橋の北東側に位置した地区でござい

ます。  

 この生産緑地地区につきまして、都市計画の削除変更として、

平成２３年１１月開催予定の本審議会に付議する予定でございま

す。  

 以上でございます。  

【議長】  ありがとうございました。  

 ただいま２番目の報告事項、生産緑地の変更予定について、６

地区、説明がございました。このことにつきまして、委員の皆様

方から何かご質問がありましたらお願いいたします。はい、榎本

委員。  

【委員】  現時点で、これらの中の買取りの予定がある地区はあ

りますでしょうか。  

【議長】  はい、お答え願います。買取りの予定はありますかと

いうことですが。  

【山田公園緑地課長】  買取りを予定しているところでございま

すが、２ページの白糸台地区、３ページの白糸台地区、及び６ペ

ージの四谷地区の３カ所でございます。  
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 以上でございます。  

【議長】  買取り予定は３カ所、よろしいですか。  

【委員】  はい。  

【議長】 他に皆さんから何かご質問はございませんでしょうか。 

（「なし」の声）  

【議長】  ないようでございますので、説明を終わらせていただ

きたいと思います。  

 最後になりましたが、３番目の報告事項、お願いします。  

【髙島計画課都市計画担当主査】 最後に３点目といたしまして、

次回の開催日程についてご説明いたします。  

 次回の開催は、１１月上旬を予定しており、審議事項といたし

まして、府中都市計画地区計画天神町一丁目地区地区計画の決定、

府中都市計画生産緑地地区の変更、府中都市計画公園第２・２・

３０号押立町公園の変更に係る原案の３件を予定しております。  

 以上でございます。  

【議長】  ありがとうございました。  

 報告事項３点、終わりました。  

 この時点で、そのほか皆さん委員の中から何かご質問がござい

ましたら、お願いしたいと思います。はい。  

【委員】  一つ質問なのですけれども、生産緑地の削除の際に、

買取りをするかしないか、ガイドラインみたいなものが既に存在

しているのでしょうか。その辺、ちょっとお伺いします。  

【議長】  はい、これはお答えできますか。ガイドラインがあり

ますかということです。  
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【山田公園緑地課長】  ガイドラインというものではございませ

んが、買取りに関して、市の庁議に諮りまして、それで内部で必

要なところが出てきたときには、買い取るというようなことでご

ざいます。  

 以上でございます。  

【議長】 色々なケースがあるということでよろしいでしょうか。 

【委員】  はい。  

【議長】  以上、その他のことで委員の皆さんから他にありませ

んので、すべての議案は終わりました。報告事項も終わりました。  

 本日は暑い中、出席を賜りましてありがとうございます。これ

で本日の都市計画審議会を終わらせていただきたいと思います。  

 ありがとうございました。  

午後３時１６分  閉会



 

38 
 

以上、会議のてん末を記載してその相違ないことを証するため、ここ

に署名する。 

 

 

議  長   ○  ○  ○  ○ 

 

 

委  員   ○  ○  ○  ○ 

 

 

委  員   ○  ○  ○  ○  


